
第38回 「もったいない市」開催報告 

同時開催の「リサイクルステーションin西部清掃工場」の報告 
ご利用者：77名。総回収量：270㎏ （清掃工場の計量棟を使用して計量しています。） 

新聞 約32％、本・雑誌 約32％、雑がみ 約20％、段ボール 約16％ 
 
10月は「３R推進月間」のリサイクル事業です。リサイクルは、再び資源として利用することです。もったいない市に商品を持参さ
れた段ボールなど手軽に出せる。また、正しい出し方を学べる場所として今年度限定で設置しています。通常は、清掃工場西側
にある資源物回収集積コーナーのご利用をお薦めしています。「えこはま」開館時間内であれば誰でも自由に資源物を持ち込む
ことができます。是非、ご利用ください。 
 
 

平成29年10月8日（日）９：00～１2：00  
      入場者数 大人 498名 子ども 187名（合計 685名）、持帰者数 274名 

スタッフ49名 
（内中学生10名） 

秋晴れの良い天候に恵まれました。今年度最後の開催となりました。今月は、浜松市立東部中学校社会貢献部10名がスタッ
フとして参加。受付から各ブースまでを担当。それぞれの持ち場で活躍していただきました。 
特に、10月は「３R推進月間」ということで「３Rに関する市民アンケート」を実施 97名より回答いただきました。「リデュース」
（できるだけごみを出さない）については、実際に行動しているが、言葉を正しく理解していないという方が多かったです。 
本事業は、リユース事業（くり返し使おう！）です。大変多くの方に、ごみ減量へのご協力をいただいています。 
エコを意識したイベントとして、参加のスタッフは、水筒やマイボトルを持参していますが、皆さんお気づきになりましたか？ 
参加される皆様との合言葉は「もったいない」です。来年度も引き続きリユース事業へのご協力をお願いいたします。 

子ども服 

開館前に並ばれた人  
47名  スタッフ ラジオ体操 

おもちゃコーナー 婦人服コーナー 本コーナー 

商品受付の様子 来場者受付      ３Rアンケート受付 

紳士服コーナー 


